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第10回 9月11日 
通算1568回

第9回 9月6日 
通算1567回
●会員数          70名　　
●出席免除者数　  23名
●出席者数　　　  54名
●出席率　　　 88.52％

第7回 8月23日
通算1565回の修正　
●会員数          70名　　
●出席免除者数　　23名
●出席者数　　　　66名
（内補填者数　　 3名）
●出席率　　　 97.06％

例会状況報告

家族親睦例会
（滋賀長浜方面）
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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２０１１～１２年度 当クラブテーマ
『クラブの未来のために
　　　　リーダーを育成しよう』
 

 

　国際ロータリー第２６５０地区
  ガバナー　今西　信裕

例会プログラム
会長報告

新入会員卓話　門脇　伸幸　会員

●先週の土曜日に鴟尾の会の会長・幹事会に出席して参りましたので、その報告を
させて頂きます。
1. １０月１日に王寺ＲＣがホストで行われますＩＭ（於：いかるがホール）の出
席率が非常に悪いということです。当クラブは現在のところ、３７名の出席を
予定しておりますが、もう一度ご出席のご検討を頂きますようお願い致します。

2. 奈良ＲＣより、来年３月２２日に創立６０周年記念例会を行うとの報告があり
ました。詳細につきましては、追って連絡が入ると思います。

3. 平城京ＲＣより、鹿の愛護会に対する支援の要請がありました。これはクラブ
ではなく個人もしくは会社で、ということになるかも知れませんので、その節
は宜しくお願い致します。

4. 東日本大震災に対する今年度の支援につき各クラブでどのように取り組んでい
るか発表して欲しいとのことで、当クラブとしては、前年度矢追会長からの引
継ぎでファイブフォーワンクラブの参加を予定しており、また今後行われる各
奉仕活動で募金活動を実施する予定であると報告致しました。

●理事会報告をさせて頂きます。
1. 藤野会員より医師の診断書を添えた休会届が出ております。
2. 畑中会員より提出されておりました退会届につき、本日の理事会で承認致しま
した。

3. 奉仕プロジェクトの本年度の目玉事業でありますが、大宮地区自治連合会との
共催で、また先日卓話で学校長にお越し頂きました航空自衛隊幹部候補生学校、
マリオの今中聡さんや奈良市等々のご協力により１０月８日（土）に開催され
る大宮地区防災訓練のチラシとポスターができました。チラシにつきましては
本日皆さんの状差しに入れさせて頂いております。詳細は後程、武中新世代委
員長より説明頂きます。

4. 同じく奉仕プロジェクト委員会によるダルクの計画と広報について。１１月５
日に開催予定ですが、詳細は後程、多田実社会奉仕委員長に説明頂きます。

5. 秋の交通安全運動市民決起大会が、９月２１日（水）午前１０時から西部公民
館で行われます。
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6. ９月は新世代のための月間となっておりますが、これにつきましては新世代委員会から発表してもらいま
す。

7. １０月の米山・職業奉仕月間につきましても、土谷米山委員長・武藤職業奉仕委員長からそれぞれ詳しい
内容を後日発表してもらいます。

8.　畑中さんと交代で入られる予定者の手続きを進めております。
9.　ＲＩ表彰の詳細について連絡が入っておりますが、これにつきましては会報に掲載致します。（以下参照）

ＲＩ賞・地区表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締め日(G事務所着)　
・クラブ表彰
　　会長賞(RI賞)   　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　2012年3月27日(火) 　
　　チェンジメーカー賞(RI賞)  　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年3月 8日(木) 　
　　意義ある業績賞(RI賞)  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年2月 3日(金) 
　　小規模クラブ会員増強の表彰(RI賞)　　　　　　　　　　　　　　2012年5月末� 　
　　会員増強・拡大賞(RI賞)　  　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年5月末� 　
　　会員増強推進計画の表彰(RI賞)　　　　　　　　　　　　　　　　2012年4月15日(木) 　
　　ガバナー賞(地区表彰)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年1月末頃�　
　　新世代育成基金奨励賞(地区表彰)  　　　　　　　　　　　　　　2012年1月末頃�　
・ロータリアン個人賞
　　奉仕部門功労賞(RI賞)  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラブ会長が直接申請�　
　　クラブ・ビルダー賞(RI賞)　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年10月18日(火) 　
　　「一人ひとりが実践しよう：会員の推薦と維持」の表彰(RI賞)    クラブ会長が直接申請�　
　　ロータリー財団功労表彰状(RI賞) 　　　　　　　　　　　　　　 2011年11月 1日(火) 　
　　ロータリー財団特別功労賞(RI賞)  　　　　　　　　　　　　　　2011年11月 1日(火) 　
　　ポリオのない世界の為の奉仕賞(RI賞)　　　　　　　　　　　　　2011年10月18日(火) 　

委員会報告
社会奉仕委員会・多田実委員長
1. １１月５日奈良市教育センター大講堂（200名収容可能）で、ダルクにより薬物依存からの回復についての講
演を行います。人員配置等の詳細については未定ですが、教育センター６階で行いますが、そこはプラネタリ
ウム等もあり色々な人の出入りがある所なので、できれば荷物等の運搬に使うエレベーターを使用して欲しい
との依頼があり、委員の方には誘導等でご協力をお願いすることになると思います。

2. 秋の交通安全運動市民決起大会が９月２１日（水）午前１０時から学園前ホールで行われます。１０時１５
分から交通安全功労者の表彰（個人・団体）があり、その後今中聡さん（マリオおじさん）による講演があ
り、１１時２０分から交通安全宣言、１１時３０分終了予定です。出席者はメーキャップ扱いとなりますの
で、是非多数のご参加をお願いします。

新世代委員会・武中委員長
１０月８日（土）に大宮小学校に於いて防災訓練を行います。皆さんにご参加頂きたいと思いますが、当日ご参
加いただく方にはけが人や病人の役としてご協力頂きたいと思います。また出席者はメーキャップ扱いとなりま
すので、奮ってご参加の程、宜しくお願い致します。

ロータリー情報委員会・多田廣委員長
先週もご報告申し上げましたが、先日のアンケートの結果を皆さんの状差しに入れさせて頂いております。その
中で色々興味深い回答がありました。ゆっくりご覧頂けたら、と思います。また、実務に携わる方は、この結果
を大いに参考にしてご活動頂きたいと思います。

親睦活動委員会・堀内副委員長
1. １０月１３日に行われます県下ロータリークラブ親睦ゴルフ大会ですが、本日が参加申し込みの締め切りに
なっております。

2. 奈良大宮ＲＣ第一回親睦ゴルフコンペを９月２８日（水）開催させて頂く予定ですが、こちらも本日締切さ
せて頂きます。
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幹事報告
1. ｉＦＡＸを導入させて頂いております。どこからでもメールをするとＦＡＸを送れるというものですが、ま
だ導入段階でテストは必要かと思います。テストＦＡＸが流れて来たときはご了承ください。これから緊急
連絡に活用したいと思います。

2. 欠席者に書類を送付したりする際に利用しておりますヤマト運輸のメール便につき、信書に関して今一度確
認して欲しいとの連絡がありました。これからメール便で書類送付を行う場合は、信書とならないよう配慮
致しますので、宜しくご了承ください。

3. 本年度の鴟尾の会ゴルフ大会について、当クラブがホストクラブとなっておりますが、担当委員長に髙野さ
ん、副委員長に野﨑さん、またご意見番として武藤さんにお願いをしました。正式に委員会を発足し、スタ
ートさせて頂きます。３月中頃に開催を予定しておりますので、宜しくお願い致します。

4. ９月２０日の例会は、結婚・誕生日のお祝をさせて頂きます。アルコールが出ますので、宜しくお願い致し
ます。

プログラム委員会・小西委員長
本日は新入会員卓話ということで３名の新入会員にお話いただく予定でし
たが、中嶌会員及び森山会員から連絡あり、本日都合が悪くなったという
ことです。中嶌会員には再入会卓話ということで後日３０分たっぷりお話
いただくということで了解いただいております。門脇会員には当初１０分
足らずということでお願いしており、急なことでもありましたので、最初
に私がどうでもいいお話をさせていただき、その後、門脇会員に新入会員
卓話をお願いしたいと思います。
・「こんにちは」「こんばんは」の定義の話。
・コマカントリーで昨日開催されたチャリティーコンペの話。
・哺乳類の平均睡眠時間の話。
・都道府県の面積の話。
以上、時間をつながせていただきました。それでは門脇さんお願いします。

新入会員卓話  門脇　伸幸　会員
 こんばんは。今日は何をお話すれば良いかずっと考えておりましたが、私は「柔道整復師」という職業分類で
すので、本日はその職業について少しお話致します。
　現在巷では、整体・カイロ・接骨・整骨・骨盤矯正やクイック・リフレクソロジーなどが氾濫しております
が、そもそも「柔道整復師」という職業とは何なのか。接骨あるいは整骨・骨接ぎと呼ばれるのが柔道整復師
のことで昔（昭和の始め）柔道家が自分の門下生が怪我をしたり肩が抜けたりしたときに、その場その場で処
置していたことが発生となっております。以前は整形外科医が少なかったこともあり、外傷性のものに関して
は、柔道の師範に身分を与え、また保険を使うことを許可する「柔道整復師法」が昭和４０年代にできました。
それから一般的に接骨院・整骨院などの柔道整復師が出てくるようになる訳です。
　私は、大学卒業後、自分の将来についてだいぶ悩みました。ある時大学のゼミの先輩が、接骨・針・灸で活
躍されているという話を教授から聞きまして、これから高齢化社会に向けて活躍できるのではないかと思い、
その方面に進もうと決めました。当時日本全国で柔道整復師の養成学校が１０校ほどありました。そのうち大
阪には３校ありましたが、その３校を受験し全て通ったらどこに決めようかと考えておりました。ところが受
験した結果、３校全てに落ちました。試験もできたし、自分では２校は絶対通っているだろうという意識があ
ったので、後日調べてみました。すると、柔道整復師や針などの世界では、師弟関係がすごく厳しく、学校に
入るにも師匠の推薦のようなものが要ると判りました。ですから一般で何の後押しもなく受験しても通らない
という状況でした。そこから一年間、頑張って師匠を探しました。師匠ではなかったですがそのような方を見
つけて、なんとか学校には入れました。それが大体２０年程前でした。
　先ほども言いました通り、柔道整復師とは外傷でないと診れないという法律の規制があり、それは現在も変
わっていません。ですので、一般的によく思われている「肩がこったから整骨院で診てもらおう」とか「腰が
痛いから整骨院でもんでもらおう」というのは厳密にいうとだめなのです。ではどういうことなのか。年配の
方の中には「膝が痛くて水が溜まる」という方がいらっしゃるかも知れませんが、実は「膝が痛い⇒水が溜ま
る⇒接骨院へ行く」というのはだめなのです。私たちは、「膝が痛い⇒水が溜まる・・・正常な方に比べ少し
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ニコニコ箱　本日計 57,000円　累計　660,000円

次週の例会
９月２０日（火）
卓話　ガバナー補佐　熊本　國勝　様
「クラブの長期計画（戦略プラン）の必要性と考え方」

橋本和典　君　台風による大水害にあわれた皆様の一日も早い復旧、復興を心からお祈り申し上げます。洞川温
泉の一丸旅館さん　頑張って下さい。呑も会一同心より応援します。

山本尚永　君　台風12号の被害に遭われた方のお見舞い申しあげます
門脇伸幸　君　本日卓話ということで、宜しくお願い致します。ニコニコ
武藤廣茂　君　昨日、ちょっと大きなチャリティーゴルフコンペに参加させて頂き、少し、良い成績でした。ニ

コニコ　谷川様ありがとうございました。
谷川千代則君　橋本さん先日は大変お世話になり、ありがとうございました。
潮田悦男　君　植村さん、小西さん、ありがとうございました。武藤さん、感謝します。
矢追家麻呂君　谷川さん、昨日はありがとうございました。
山本直明　君　中村さん　先日はありがとうございました
中條章夫　君　植村君と目が合ってニコニコ。
多田　廣　君　残暑お見舞申上げます
植村将史　君　谷川さん　昨日はありがとうございました。潮田さん、武藤さん、かわいがっていただきありが

とうございました。
増井義久　君　ニコニコ協力
中奥雅巳　君　ニコニコ協力
倉田智史　君　ニコニコ協力します
小池恭弘　君　ニコニコに協力致します
野上利樹　君　ニコニコに協力
森下泰行　君　ニコニコに協力
有井邦夫　君　ニコニコ協力
藤井正勝　君　今月　当番になりました。皆様のやさしい心でニコニコにご協力をお願いします。

8月　月計�¥316,000

のことで痛みがあるだろう。階段でちょっと体重移動を間違えただけでも痛みが出るだろう。その際にちょっ
と捻り・・・⇒外傷で痛みが出てくる」という解釈の仕方で施術をやっております。捻挫や骨折などの方ばか
りが接骨院に来られるということでしたらそのような解釈無しでもやって行けるのでしょうが、実際は捻挫・
骨折・脱臼の方は殆どいまおられません。ですから、外傷ということを大きく解釈して、膝痛や腰痛であって
も外傷性であるという解釈の下、やっている訳です。
　私が学生の頃は、学校の授業で、肩凝りや腰痛で「揉んでくれ」というのは絶対ダメだと口酸っぱく教えら
れました。当時養成学校は全国に１０校ほどしかありませんでしたが、かなりの入学希望者がおりました。そ
れは学校の新設をしようにも、既存の学校の反対がありなかなか新設できなかった、ということもありました
が、ちょうど１０年ほど前、九州で「学校を何故作らせないのか」という裁判がありました。その裁判で新設
しようとしている側が勝って、一気に養成学校が出来ました。２０年前１０校だったのが現在は１００校ほど
あり、単純に計算しても２０年前に比べて年間１０倍の人数の柔道整復師が誕生していることになります。私
の時は師匠や先輩にアドバイスを受け、開業するまでに１０年ほどかかりましたが、柔道整復師の数も激増し、
現在は経営を主体として考えるようになってきております。それはどういうことかというと、「リフレクソロ
ジー」などに代表されるような「慰安」を目的とした、「どんなことも引き受けますよ」という流れになって
きております。そのような訳で、「そういうことに健康保険を使うのは如何なものか」ということで、物議を
醸しているというところです。大体若い方は慰安目的で、長い時間揉むなり押すなり摩るなりする、時間競争
になっているところがあります。「あそこは２０分揉んでくれる」「あそこは３０分だった」というように、
本来あるべきところと方向性が違ってきております。私の所では、初心に帰り、「痛みを少しでも和らげる」
ということを主に置いてやっておりますが、それに従業員が賛同してくれ、長く勤めてくれているということ
で、お蔭様で上手くやっていけているな、と思っております。たぶんいま潰し合いのようになってしまってい
るところがあるのですが、原点に帰れば今後もニーズは必ずあると思いますので、「痛みを少しでも和らげる」
というこの一点を大事にしてスタッフ一同頑張っているところです。ありがとうございました。
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